
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容
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２　今後の事業の方向性
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○県立文化施設利用者数：1,294,400人（過去５年実績の維持。ただし信濃美術館は特殊事業を反映）
　　・ホクト文化ホール：425,439人　　　・キッセイ文化ホール：265,490人　　・伊那文化会館：130,271人　　・飯田創造館：80,463人
  　・佐久創造館：139,737人 　　　　　  ・信濃美術館：253,000人（善光寺御開帳、東山魁夷館25周年の影響を反映）
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項目

３文化会館利用者数

３．文化施設ESCO事業委託料

部局 県民文化部

２　文化芸術の振興 実施期間 Ｓ44 ～

２創造館利用者数

1,977,786

成果目標の達成状況

委託先（㈱アズビル)
・ホクト文化ホールESCO事業委託料
・キッセイ文化ホールＥＳＣＯ事業委託料

27,576

6,246

（決算） （当初）

777,852 793,968

1,977,786

830,151
人

27年度 28年度

66,861

事業番号 04 01 02 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 文化施設管理運営事業費 担
当
課

県民との協働による実施： 実施は困難

県立文化施設の環境整備及び適切な管理運営により、優れた文化芸術の鑑賞機会や発表の機会を広く県民に提供し、心豊かな暮らし
の実現を目指す。
成果目標：県立文化施設（３文化会館、２創造館、信濃美術館）の利用者数（平成25～29年度累計：6,301,000人）

○指定管理者により、効率的かつ柔軟な施設運営が行われている。
○施設の老朽化に伴う施設改修や設備更新を限られた予算の中で計画的に行っていく必要がある。
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県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

文化芸術振興基本法、長野県文化芸術振興指針

課・室 文化政策課
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８.県立文化施設機能向上事業 委託 （H28実施事業） 0

・県民文化会館、伊那文化会館の運営についての第
三者評価委員会の開催

149

１．文化施設指定管理料
指定管

理

・指定管理者：（一財）長野県文化振興事業団
　ホクト文化ホール､伊那文化会館､キッセイ文化ホー
ル､飯田創造館、信濃美術館
・指定管理者：㈱ﾌｰﾄﾞｻｰﾋﾞｽｼﾝﾜ
　佐久創造館

777,852

２．指定管理者制度第三者評価 直接

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初）

委託

1,623,263 1,450,658 1,977,786

５.文化施設備品購入 直接
・ﾑｰﾋﾞﾝｸﾗｲﾄ、ｶﾗｰ複合機、定式幕更新（ホクト）
・陶芸用灯油窯更新（飯田創造館）
・AED更新（ホクト、伊那、キッセイ、美術館）

合計

４．文化施設改修事業 直接

・ホクト文化ホール 高圧受電設備更新、屋根改修
・伊那文化会館　外壁改修、小ホール音響設備改修
・キッセイ文化ホール　中ホール舞台機構改修、中
ホール音響設備改修
・飯田創造館　埋設ガス管更新

６.文化会館受付システム更新事業 委託 ・県文、伊那、松本３館の受付システムの更新

７.指定管理者選定委員会運営費 委託 （H28実施事業）

888,627 1,791,902 1,407,266

概　算
人件費

1.73 1.93 1.90 2.00

14,286 15,724 16,552

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

・県民の皆様が安全で快適な環境で、芸術文化に親しむことができる環境づくりを進めてまいりたい。
・特に美術館おいては、平成28年度に本館が開館50周年記念となることから、魅力的な企画展を企画し、より県民の皆様に楽しんでいた
だく取組を進めている。

目標に対
する成果
の状況

・文化会館及び創造館については指定管理者により、効率的かつ柔軟な施設運営が行われたこと、また施設の改修等により、優れた文
化芸術の鑑賞の機会や発表の場を広く提供できたことにより、目標を達成することができた。
・美術館利用者数については、広報宣伝等に努力し入場者は昨年の実績を上回ったが、企画展の内容がある特定の年齢層の集客に
偏ってしまい、幅広い年齢層を取り組むことが難しかったことなどにより、目標を下回った。

 概算事業費（B（A）+C） 902,913 1,838,549 1,432,587 1,994,338
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区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

Aの
財源

1,822,611合計（A) 996,437

当初予算 955,844

15,938

85,752 848,423

909,185

77,773 76,142

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

208,000 860,000

1,131,090 1,041,644

予
算
額

前年度繰越 36,197

1,500 1,743

1,416,863

補正予算 4,396

972,445


